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以下は、「RFID: Applications, Security, and Privacy」の抜粋です。この章は、EPC のパイオ
ニアである Sanjay Sarma1 によって書かれています。 
 
RFID の概念は新しいものではありませんが、RFID という⾔葉が使われるようになったの
は、ほんの数⼗年前のことです。第⼆次世界⼤戦中に RFID が使われ始めました。1980 年
代から 1990 年代にかけて、RF 回路の技術⾰新により、パッシブ RFID タグ（電池なしで、
読み取り側のフィールドから電⼒を回収するタグ）が⼗分に使⽤できる範囲を確保できる
ようになりました。現在、RFID タグは、通⾏券、カードキー、⾃動⾞の鍵、決済システム（Mobil 
Speedpass システムなど）、動物の識別など、あらゆるところに使われています。 
 
EPC は基本的な RFID をサプライチェーンにおける物品の追跡のための標準化されたスキー
ムに織り込んだ⼀連の標準と技術です。EPC は、MIT のDISC（Distributed Intelligent 
Systems Center）という研究プロジェクトに参加した数⼈の研究者によって作られました。
その後、この研究活動は、⼩売業のサプライチェーンで⾼まるニーズを満たすために変化し、 
Auto-ID Center となりました。この章では、Auto-ID Center の簡単な歴史を紹介し、主に技
術、 業界、EPC システムの採⽤についてお話しします。 
 
私が初めて RFID に触れたのは、1990 年代初頭、バークレー校の⼤学院⽣だった頃のこと
で、忘れもしない。当時、私は製造⾃動化のためのワークピースの識別と位置特定に興味を
持っていました。オートメーションにおける位置決めデバイスとして RFID を検討したこ
とがありましたが、あまりに不正確で⾼価なため却下しました。しかし、その時は、私たち
の道が再び交わることになるとは思いもよりませんでした。 
 
分散型インテリジェントシステムセンター 
 
MIT の同僚であるデビッド・ブロックが RFID を再び紹介してくれました。⼈⼯知能（AI）
研究所で、デビッドはロボット⼯学における⼈⼯知覚の問題について考えることに多くの
時間を費やしていました。彼は AI ラボで⽩書を書き、なぜ RFID タグをゼロから物体を認
識するのではなく、物体を識別するためのマーカーとして使えないのかと考えました。 
 
 
 



彼は、物体を識別するためにユニークな番号を使い、ネットワークを利⽤して物体に関する
ほとんど無制限の情報をダウンロードすることを提案しました。 
 
1998 年の初めのある⽇、デビッドは私のオフィスに突撃し、このアイデアを私に説明した。ロボ
ット⼯学の専⾨家である私にとっては、とても魅⼒的なアイデアだった。しかし、私が以前
から抱いていた不安は消えなかった。ユビキタスを実現するには、コストがネックになる。
しかし、私は⼗分に興味をそそられ、デビッドを私のグループに誘い、DISC を設⽴したの
です。 
 
デビッドが私に吹き込んだのは、RFID のユビキタス化、つまりあらゆる場所に設置しよう
というアイデアだった。サプライチェーンに使ったり、ロボットや機械に使ってコンピュータ
ビジョンの代わりにしたり、⾷物や薬、家畜の追跡に使ったりすることができる。しかし、
これらすべての⽤途において、タグの⾼コストが⼤きな障害となりました。コスト⾼が悪循
環を引き起こす。コストが⾼ければ普及率が低くなり、普及率が低ければコストが⾼くなる。
それから数カ⽉間、私たちは何度も集まってこのアイデアについて話し合い、もう⼀⼈の同
僚、サニー・シウにも協⼒してもらい、ブレイン ストーミングを⾏いました。私たちは、
1990 年代前半に MIT のメディアラボやニック・ネグラポンテで⾏われていた同様の考え⽅
を意識するようになりました。 
 
種明かしをすると、番号付けのアイデアでした。時間をかけて番号の構造を決め、それを 
EPC と名付けました。EPC は 4 つのフィールドを持つことになります。 
 
バージョン番号
メーカー番号 
製品番号 
シリアルナンバー 
EPC はデータベースを指し⽰すものであった。そこで、オブジェクトに関するデータを表
現するために、XML を使うことにしました。私たちは、この⾔語を PML（Physical Markup 
Language）と呼んでいました。当時、ダン・エンゲルスは電気⼯学・コンピュータサイエン
ス学科で博⼠号を取得中でした。デビッド、ダン、私は、物理オブジェクトを記述し情報を
配布するための多くのアプローチを検討し、リソース記述フレームワーク（RDF）や情報コ
ンテンツ交換（ICE）など、多くの新しい表現とスキームを含む多くの時間を費やしました。 
 
しかし、EPC とデータベースの IP アドレスをどのように対応させるかが課題でした。私た
ちのブレイン ストーミングでは、学⽣のエリック・ニグレンが、ドメインネームシステ
ム（DNS）の単純な共同利⽤を提案しました。 
 
 
 
 



この新しいシステムを「ONS（Object Name System）」と名付け、別の学⽣であるジョ
ー・フォーリーが最初のプロトタイプを実装しました。そして、古い電⼦レンジの制御をハッ
キングして、RFID リーダーを取り付けました。そして、電⼦レンジで調理した数種類の⾷
事に RFID タグを取り付けました。ジョーと私は、PML（Physical Markup Language）とい
う形式で調理⽅法を説明するウェブページを作成しました。電⼦レンジに⾷品を⼊れると、タ
グを読み取り、ONS でサーバーを探し、PMLの調理指⽰をダウンロードし、⾃動的に調理を
⾏うという仕組みです。これが、私たちの最初の、そして最も永続的なデモンストレーショ
ンでです。これを⾒たマサチューセッツ⼯科⼤学機械⼯学科のナム・スー教授が、学科から 
10 万ドルを寄付してくれて、この駆け出しの取り組みを⽀援してくれました。これによって、
私たちは、この取り組みを発展させるための余裕を得ることができました。 
 
1999 年初頭、私は RFID 業界を悪循環から脱却させるためには、ミニマリズムを注⼊する
ことが必要だと考えました。これが、「Auto-ID センター」を前進させる重要なテーマとな
りました。チップを極端に⼩さくする、プロトコルを極端にシンプルにする、既存の規格を
ベースにしたシンプルなネットワークのアイデアを開発する、極⼩チップの新しいパッケ
ージ⽅法を開発する、チップ上のデータ規格をミニマルにする、などなど、いずれは低価格
のタグを開発することになるでしょう。このミニマリズムというテーマは、予想以上に売るの
が難しいビジョンだった。しかし、それが EPC のネットワーク構築につながったのです。 
 
⼀⽅、プロクター＆ギャンブル社では 
 
1999 年初頭、デイブと私は、当時ロンドンのプロクター・アンド・ギャンブル社でオイル・
オブ・オレイのブランド・マネージャーを務めていたケビン・アシュトンと出会い、運命的
な出会いがなければ、EPC ⾰命は始まらなかったでしょう。ケヴィンに会う前、私は、ユ
ビキタス RFID タグは、まず⼯場やオートメーションシステムからなるサプライチェーン
のフロントエンドに応⽤されるだろうと予想していた。しかし、それは間違いでした。ケヴ
ィンは数年前から、⼩売業を悩ませる「品切れ」という問題に頭を悩ませていました。⼀般
的な⼩売店では、売れ筋の商品が 10％程度の確率で品切れになっていることが判明してい
ます。この問題は、何⼗億ドルという収益の損失を意味するばかりか、不満を抱いた顧客がブ
ランドや店舗を変えてしまう可能性もある。すべての商品にタグを付け、すべての棚にリーダ
ーを設置し、⼩売業者とメーカーに在庫切れや⽋品を積極的に知らせるシステムです。ケヴィン
は、昨年から RFID 業界に対して、低価格のタグに興味を持ってもらうよう働きかけていた。
しかし、ケヴィンは、RFID ベンダーから⽀援を受けるどころか、私やデビッドと同じよう
に、⾃分のやり⽅がうまくいかない理由を聞かされるばかりだった。1999 年に初めて会っ
たとき、私たちはビジョンに共鳴するものを感じた。⼩売業のサプライチェーンにおけ 



る RFID の可能性に対するケヴィンの情熱は、私たちに新しいアプリケーション分野をも
たらしたのです。オート ID センターは、2 つの独⽴した流れの合流点だったのです。DISC 
テクノロジーと、プロクター＆ギャンブル社やジレット社の⼩売業との闘いです。 
 
ミニレクチャー サプライチェーン 
 
EPC の成⻑を理解するためには、サプライチェーンの問題点を理解することが重要です。拡張
サプライチェーンは、鉱⼭や農場から始まり、リサイクル⼯場かゴミ箱のどちらかで終わりま
す。その間に、材料は段階から段階へと運ばれ、組み合わせたり分離したり、加⼯し たり、
所有者から別の所有者へと⼿を変え品を変えしていきます。素材が下流に向かうとき、お⾦は上
流に向かい、それぞれの主体は進化する作品に付加価値を与えることで利益を得るのです。 
 
通常、ロジスティクスという⽤語は、材料の取り扱いと、輸送のためのバルクへの集約と脱
凝集を指す。サプライチェーン（拡張サプライチェーンとは異なる）という⽤語は、通常、 
⼯場から消費者の⼿元に届くまでの連鎖における材料の管理を意味します。⼩売業は、イン
ターネットにおけるルーターに類似しています。⼩売業者は、サプライヤーから店舗にいる
顧客まで、できる限り効率的に材料をルーティングします。その効率性によって、顧客にと
ってのコスト、⼩売業者の収益性、そしてサプライヤーの売上が決定されます。 
 
サプライチェーンの各段階において、不確実性、損失、⾒積もりミスが⾮効率の原因となり
ます。在庫が 多すぎると、何⼗億ドルもの資⾦が滞留し、運送費がかさみ、陳腐化し、品質
や鮮度に問題 が⽣じ、盗難に遭うため良くない。在庫が少なすぎると、店の棚が空っぽにな
り、世界中 の⼩売業が何⼗億ドルも悩まされる問題です。残念ながら、在庫を数えることが困
難なため、在庫が多すぎる場合と少なすぎる場合の間で振り⼦が急激に揺れる「ブルウィップ
効果」と 呼ばれる現象が起きています。初期のコンピュータの主要部品を発明した MIT の
フォレス ター教授が初めて説明したこのブルウィップ効果は、サプライチェーンのようなダ
イナミックチェーンでは避けられない現象です。簡単に⾔えば、チェーンの末端での需要がほ
ぼ⼀ 定であっても、⼩さな波紋が上流で増殖し、需要に⼤きな変動が⽣じるということで
す。 
 
この 2 つの問題の綱渡りをする秘訣は、在庫を正確に計測することです。バーコードは在
庫を測定する⽅法として考案され、かなりの程度、役に⽴ちました。しかし、バーコードの
操作は基本的にラインオブサイトであり、⼿作業が必要です。その結果、バーコードをスキ
ャンするたびにコストがかかり、実際、UPC バーコードのスキャンはレジで⼀度しか⾏わ
れないことが多い。実際、UPC バーコードのスキャンは、会計時に⼀度だけ⾏われること
がほとんどです。ハーバード⼤学のグループがある⼩売業者を対象に⾏った調査では、在庫 



記録のうち最⼤ 65％が不正確だったそうです。そこで、RFID タグの出番です。RFID タグ
を使⽤することで、視線を通さずに在庫を数えることができます。このタグは、より良く、
より早く、より安く、より頻繁に在庫を測定することを可能にします。この計測によって、
より効率的な商品交換、商品のトレーサビリティ、盗難やその他の不正⾏為からの保護、そ
して最も重要なのは、サプライチェーンの 2 つの問題である過剰在庫と過⼩在庫をより安
定して綱渡りすることが可能になります。これらのメリットは、企業にとっても社会にとっ
ても、何⼗億ドルもの価値があるのです。 
 
RFID の研究が始まったとき、私はこのことを確かめたいと思いました。在庫切れの問題は
すでに紹介されていました。あれは氷⼭の⼀⾓だったのだろうか。2000 年、私の教え⼦で
ある Yogesh Joshi と私は、ブルウィップ効果、そしてこの衰弱した現象に対する在庫の可視
化の効果について研究しました 3。RFID を利⽤してサプライチェーン上の取引先に在庫を
可視化することで、少なくとも理論的には、ブルウィップ効果をほぼ完全に排除することがで
きるのです。この深い洞察を得て、私たちは、ユビキタスで安価な RFID タグ付けというつ
かみどころのない⽬標を求めて、RFID の世界に⾶び込んでいきました。そこに価値がある
と思ったからです。 
 
オート ID センター 
 
1999 年、デビッドとサニー、そして私は、"バーコードの⽗ "と呼ばれるアラン・ハバーマン
と出会いました。アランは、バーコード技術を導⼊し、現在のような⼩売商業のユビキタス
で標準化されたシンボルとした、最初の CEO 委員会のメンバーでした。その過程で、⽶国
で UPC バーコードを管理する Uniform Code Council（UCC）を設⽴しました。その姉妹
組織である EAN インターナショナルは、世界各国のバーコードを管理しています。 
 
1970 年代、MIT のハワード・ジョンソン会⻑は、シンボル選定委員会のバーコードの選定
を評価するために、若い教授たちからなる分野横断的なグループを結成しました。そして、そ
れが現実になったのです。 
 
当時 UCC 理事会（BoG）のメンバーだったアランは、バーコード ID 技術の後継技術とし
て適切な研究機関を探している最中だった。⽪⾁なことに、UCC の現 CEO であるトム・
リッテンハウスと総務委員会に代わって、初めてバーコードがレジでスキャンされてから 
25 年が経とうとしていた。その間にバーコードはユビキタス化し、現在では世界中で毎⽇ 
50 億枚以上のバーコードがスキャンされているとのことです（関係者の推定）。 
 
アランは、RFID の規格に関する ISO 委員会の委員⻑でもあり、低コストでユビキタスな 



RFID タグを実現するための研究活動を始めることに興味を⽰してくれました。彼もまた、
私たちと同じように、RFID タグの⾼コストと技術的進歩のなさに不満を抱いていました。
1 時間のランチの間に、私たちのグループは合意しました。DISC は、UCC からの資⾦援
助を受けて、MIT を拠点とする新しいセンターとして⽣まれ変わります」。アラン、デビッ
ド・ブロック、サニー・シウ、そして私の 4 ⼈は、MIT のスタッフと何度も話をしまし
た。その中で、フリッツ・コケシュとキャロル・カーという 2 ⼈のスタッフが、新センター
の財政的・組織的な仕組みを構築する上で⼤きな役割を果たしました。このセンターは、ベン
ダーではなくエンドユーザーによって運営され、サプライチェーンにおける低価格のパッシ
ブ RFID タグの普及を使命とする。あとは、お⾦だけです。そこで、プロクター・アンド・
ギャンブル社とジレット社を最初のターゲットとして、多くの企業に働きかけを⾏いまし
た。 
 
1999 年 9 ⽉ 30 ⽇、ワシントン D.C.のスミソニアン博物館で開催されたバーコード誕⽣ 25
周年記念式典で、Auto-ID センターは発⾜しました。ジレットとプロクター・アンド・ギャン
ブルです。P&G の CIO であるスティーブ・デビッド⽒、ジレットのアラン・ボース⽒、 
UCC  のトム・リッテンハウス⽒が、ナム・ス教授に⼩切⼿を贈呈しました。研究所の組織
は、徐々に整っていきました。アラン・ハバーマンがエンドユーザー・スポンサーの理事⻑にな
るのです。(約 1 年後、アランは会⻑を退き、ジレットのディック・キャントウェルが後を継
いだ。ディックは、今後数年間、⾮常に重要な役割を果たすことになる)。サニー・シウが
研究所の所⻑になったのは、この取り組みにおいてインターネットの重要性を強調するこ
とが⾮常に重要だったからです。(サニーは 2001 年に MIT を去り、私がリサーチ・ディレク
ターを引き継ぎました。センターが⼤きくなるにつれ、1 年後には研究所の会⻑になりまし
た)。ケヴィン・アシュトンがエグゼクティブ・ディレクターとなり、ラボを運営すること
になりました。P&G は、ケヴィンの給与を負担することを快く申し出てくれました。ケヴ
ィンと私は、困難な、時には敵対的な状況を切り抜けながら、緊密に連携してこの活動を⽀えて
いくことになります。アランとディックには、技術的・産業的な障壁を克服するために、多⼤なサ
ポートをいただいた。 
 
最初に取り組んだのは、安価な RFID タグの実現でした。当時、タグは 1 ドル以上したし、
私たちの主張はすでに嘲笑されていました。RFID 業界全体が、⾼収益・低容量のサイクル
に陥っていたのです。私たちの⽬的は、そのサイクルを断ち切ることでした。モトローラ傘
下のインダラ社のノエル・エバーハルトを除いては、誰も低価格のタグが可能だとは思って
いませんでした。ノエルは、静電タグ「ビスタティクス」を発明していました。ビスタティ
クスは、安価なアンテナを使い、チップも⾮常に⼩さい。ノエルは、5 セント硬貨程度で製
造できると考えていました。 
 
 
 
 
 



 
安価なタグ 

 
ノエルと出会ってから数カ⽉で、ビスタティックスのタグではサプライチェーンの要件を
満たすのに必要な読み取り範囲が得られないことが明らかになったのです。しかし、ノエル
は私たちに⼀縷の望みを託してくれた。当時は、ポリマー回路を使った⾮シリコンタグや、 
MIT  メディアラボのリッチ・フレッチャーとニール・ガーシェンフェルドが開発したチップ
レス RFID 技術など、魅⼒的な可能性もあった。ノエルとの出会いから半年間、私は RFIDタグの
製造に関する徹底的な分析に没頭した。チップ上の回路、デジタル部分とアナログ部分の製造
上の問題、チップとウェハーの分離、ウェハーの薄型化、ダイの扱い、ダイとアンテナの取り付
け、アンテナの製造、そしてアセンブリのパッケージへの取り付けなどを調べました。カナダで⾏
われた 2 ⽇間の製紙講習にも参加しましたよ。私の結論は、Bistatix、ポリマータグ、チッ
プレスタグは、当⾯、RFID  の問題を解決することはできないだろう、というものでした。
それよりも、シリコン製の電磁タグに⽴ち返り、それを機能させる⽅法を探したほうがいいの
ではないかと思ったのです。私は、この課題に取り組むために、2 つの戦略を⽴てました。 
 
まず、タグのコストで最も厳しいのはチップのコストであり、チップの⾯積に⼤きく⽐例する
ことを認識しました。そのため、チップに搭載するステートマシンとメモリの複雑さを最 
⼩限に抑えることに、多⼤な労⼒を費やす必要がありました。例えば、初期の RFID タグ 
は、複雑な衝突防⽌技術や⼤規模で複雑なメモリ構造、暗号化技術などを採⽤していました。こ
れに対し、私たちはタグのメモリをシンプルなナンバープレートにすることにこだわり、衝
突防⽌をよりシンプルなツリーウォークやアロハのようなバリエーションに簡略化しました。
最もシンプルなタグから暗号化を排除したのは、守るべきメモリがなかったからです その際、デ
ジタル信号処理から半導体製造の問題まで、さまざまな問題に対処する必要がありました。この
ミニマルアプローチは、チップのサイズを⼩さくすることに成功し、コスト はサイズにほぼ
⽐例するため、コストダウンが可能になりました。さらに、チップの⼩型化 には、EPC を推
進するメリットもありました。チップを⼩さくすることで消費電⼒が減り、タグの使⽤可能
距離が⻑くなる。また、ミニマムなアプローチにより、より簡単で低レベルの 規格が可能に
なり、より多くのアプリケーションで使⽤できるようになりました。 
 
第⼆に、私たちは DISC の初期の研究を、低コストのタグのために有利になるように変更しま
した。DISC では、これまで RFID タグ⾃体にあったタグ付きアイテムに関連するデータや
インテリジェンスの多くを、代わりにネットワークに置くことを提案していました。⾞のナン
バープレートからその⾞に関連する交通違反のチケットを探すのと同じように、EPCを使え
ば、タグに余分なメモリーを持たせることなく、そのタグに関連するデータを参照することが
できるようになる。ONS は、EPC タグに関連するオリジナルデータの権威ある所有者を探
すために使⽤される。PML は、PML サーバーと呼ばれるサーバーにタグのデータ



を保存する。 
 
誰がプロトコルを設計するのか？ 
⼩型チップはどのようにパッケージングされるのか？
誰がこのチップを作るのか？ 
タグは誰が作るのか？ 
どうやって普及させるのか？ 
しかし、スポンサーは私たちに信頼を寄せてくれていましたし、賽は投げられました。もし、この
戦略がうまくいかなければ、私たちは倒産してしまうだろう。私のキャリアも危うくなるとこ
ろだった。ここから先は、戦略を具体化し、広く普及させることがミッションとなった。 
 
「低コスト "な RFID プロトコル 
 
2000 年になると、リーダとタグの間の通信に使われる RF プロトコルが、やや肥⼤化して
いることが分かってきました。この肥⼤化は、私たちがチップを⼩型化することを流⾏らせる
まで、そのインセンティブがなかったことが⼀因です。また、ネットワークを活⽤したり、チップ
の設計や通信理論における最近の進歩を利⽤しようとする⼈もいませんでした。 2000 
年、サニー・シウと彼の学⽣チン・ロウは、タグのフィールドを⾼速かつ効率的にインベン
トリ化できる、⼀連の超シンプルなツリーウォーキングプロトコルを説明する論⽂を発表
しました。このプロトコルは⾮常にシンプルで効率的だったので、私たちはなぜこれが使われ
ていないのか不思議に思っていました。後に、同じようなことを考えている⼈がいることを知る
ことになる。しかし、⼤⼿タグメーカーにこれらのアプローチを採⽤するよう説得することは、ま
ったくできませんでした。Auto-ID センターに参加するタグメーカーも何社かありましたが、
会議に参加した技術者は興味を持ったものの、⾃社を説得することはできませんでした。 
 
2000 年末、私はカリフォルニアの新興企業エイリアン・テクノロジーのジェフ・ジェイコ
ブセンとロジャー・スチュワートと出会った。ジェフとロジャーは、私たちと同じ結論に達
し、私たちの⾔っていることの価値をすぐに理解しました。そして、ミニマムなアプローチ
で新しいプロトコルを開発することを約束し、実りある楽しいブレーンストーミングが続
きました。ロジャーは、同僚のエイリアン社のカート・カレンダー、ジョン・プライス、ス
ティーブン・スミス博⼠、ジョン・ロリンズとともに、ダン・エンゲルス、MIT のマット・
レイノルズ、そして私と⻑い時間をかけて、最終的にオート ID センターが発⾏する Class
１ UHF プロトコルを開発した。また、Rafsec 社のリー・ターナーなど、他社の⼈たちにも
助けてもらいました。エイリアン社は、このプロトコルのチップを作ることを約束し、今⽇
まで製造を続けています。その後、ダン、オーストラリア・アデレードのピーター・コ 
 
 
 
 
 



ール教 授、フィリップスの研究者が、Class１ HF プロトコルを作成しました。2002 年に
は、⾮常に効率的なツリーウォーキングプロトコルを独⾃に開発していた新興企業のマト
リックス社が、センターと協⼒して、古いプロトコルをより安全で効率的にしたものを作
り、Class0 UHF プロトコルとして発表しました。Matrics 社もこのプロトコルに対応した
チップの製造を約束し、現在も販売を続けています。 
 
タグのプロトコルを開発する際、私たちは同時に、国によって異なる様々な周波数と、読み
取るべきプロトコルを考慮する必要がありました。どのプロトコルに対応したリーダーを
買えばいいのか？どの周波数に対応すればいいのか？このような疑問は、アーリーアダプ
ターにとって、驚くほど⿇痺したものでした。私たちは、すべての周波数、すべてのプロト
コルに対応すべきだという考えを持っていました。この問題を解決する最善の⽅法は、すべ
てのプロトコルと周波数に対応できるリーダーを 1 つ作ることでした。その頃、ハードウ
ェア無線に代わるものとして、ソフトウェア定義無線が受け⼊れられ始めていました。CPUの
⾼速化によって、究極の柔軟性であるこれを現実のものとし始めたのだ。ケビンは、 
ThingMagic という MIT の⼩さなスピンオフ企業のエンジニアと知り合いで、そのうちの 
⼀⼈が卒業したばかりのマット・レイノルズだった。私たちは ThingMagic 社と契約し、す
べての不確実性を⼀掃できる「アジャイルリーダー」を 1 台作ることにしました。 
ThingMagic 社が発表したアジャイルリーダーのデザインは、部品代も 100 ドル以下でし
た。この⼀挙⼿⼀投⾜で、リーダーのハードウェアと周波数に関するすべての不確実性を静める
ことができたのです。これで、将来のプロトコル変更にも対応できる固定的なインフラに投資
することが可能になった。 
 
「ローコスト」なものづくり 
 
私たちのアプローチで直⾯した課題のひとつがこれです。シリコンのコストを下げるため
にチップを⼩さくすることはできますが、チップを⼩さくすると、ピックアップやハンドリ
ングが⾮常に難しくなります。実際、チップが 1mm2 程度より⼩さくなると、静電気⼒が 
⾮常に⼤きくなり、精度の要求も⾼くなるため、従来のロボットによるピック＆プレースは不
経済になる。つまり、シリコン代が浮いた分、⾼価な製造⼯程が増えることになる。このよ
うな製造上の課題は、2000 年 2 ⽉に発表した戦略の⼤きな障害となりました。さらに、こ
んな疑問もあった。 
 
1 枚のウェハーに 10 万個のチップをどうやってテストするのか？ 
ウェハからチップを切り離すための隙間（ストリート）で⼤量のシリコンを無駄にすること
なく、ウェハ上でチップ同⼠をどのように切り離すか？ 



このチップをどうやってアンテナに取り付けるか？ 
2000 年に⼊ってから、私たちはこれらの疑問に対して実現可能だと思われる答えを導き出
しました。まず、「将来、⼩型チップはロボットではなく、⼤規模な並列組⽴によってパッケ
ージングされるようになる」とした。当時、私は、チップを「振動で固定する」プロセスが
将来的に主流になると考えていました。RFID タグは、無線でテストできるので、ウェハー
の中でテストする必要はない、と。また、チップの分離は、ストリートを⼀桁薄くするため
にのこぎりで切るのではなく、エッチングで薄くすることで可能であると述べました。私はこ
れらの考えをホワイトペーパーにまとめましたが、少し悲観的で、敵意さえもって受け 
⽌められました。⼀⾒、理にかなったアイデアだが、それをどうやって実現するのか。私た
ちがいたのは、やはり学術機関でした。 
 
ここでも、エイリアン社のような優秀なパートナーに出会うことができた。エイリアン社は、私が
提案した振動ではなく、流体でチップを搬送するプロセスを開発し、超⼩型チップを超 並列で
安価に RFID パッケージに組み⽴てることを可能にしました。また、「ボリュームが あれば低
価格のタグが作れる」と主張する私たちを、最初にサポートしてくれたのもエイリアンでした。 
 
また、ラフセック社のような企業も、このアプローチの定着に⼤きな役割を果たしました。ラフ
セックは、安価にアンテナを製造する技術を開発し、エイリアンとの関係を発表した。これで、
完全なタグができる⾒込みが⽴ちました。その後、フィリップス社は、振動も有効な技術で
あるという私の考えを認め、フィリップス社⾃⾝が他の部品の組み⽴てに振動技術を使⽤
していることを発⾒したと発表しました。私の教え⼦であるカシフ・カーンは、振動を利⽤
した技術について博⼠号を取得し、2003 年に出版しました。 
 
ソフトウェアとネットワーク 
 
ハードウェアの問題を扱うことは、EPC の挑戦の⼀⾯に過ぎません。もうひとつはソフト
ウェアです。私たちの⽬標は、タグからデータを取り出して、ネットワーク上でデータを操
作することでした。先にも述べたように、ONS の最初のバージョンは、1990 年代後半に私
の教え⼦であるジョー・フォーリーによって書かれました。 
 
その頃、RFID データをスケーラブルかつ合理的に扱うためのソフトウェア・アーキテクチ
ャが必要であることが、私にも明らかになりました。RFID データは猛烈な勢いでやってく
るので、それを吸収し、フィルタリングし、解釈してローカルなアクションを起こす必要が
あります。同時に、リーダー⾃体が互いに⼲渉し合うので、この⼲渉を制御する必要があり
ます。ダン・エンゲルスと私は、この問題について多くの論⽂を書き、RFID の⼤きな課題 



のひとつになると予測していました。私の教え⼦であるジム・ウォルドロップは、この問題
について多くの時間を費やして考え、ニューロンや神経系に似た概念を思いつきました。私
たちはこれを「サヴァン」と名付けました。サヴァンは、データを⼊⼒として受け取り、そ
れをフィルターにかけ、滑らかにし、解釈して、消化したデータをより上位のサヴァンに伝
えるのです。読者と会話するサヴァンの層、下位のサヴァンの情報を集約する 1 つ上のサ
ヴァンの層、そしてすべての情報を集約する最上位のサヴァンの層が存在することになり
ます。各サヴァンは、そのレベルに応じた情報を処理するためのルールを備えています。 
 
この設計には、「参照局所性」の原則が組み込まれています。これは、ある事象に空間的・時間
的に近ければ近いほど、その情報が有⽤であるという考え⽅である。ある会社で盗難があった
というニュースを考えてみましょう。CEO は地理的、組織的に遠すぎて⾏動できないので、
CEO にとって価値は限定的です。しかし、店員にとっては有益である。同じように、同じ
ニュースが 1 ⽇遅れで届いたとしても、店員にとっては何の役にも⽴たない。このような理
由から、RFID のデータを⼀元的に管理することはできないのです。Savant の階層構造は、
意思決定プロセスを分散化します。下位の階層では即座に判断し、上位の階層では消化され
た情報を有⽤な抽象度で提⽰する。 
 
後述するフィールドトライアルの開始とともに、学⽣が書いたソフトウェアでは拡張性が
ないことが明らかになりました。それよりも、RFID の採⽤を軌道に乗せるために、多くの 
⼈が使い、改良し、採⽤できるフリーウェアを開発する必要がありました。しかし、誰がそ
んなことをするのでしょうか？ 
 
⼤企業はこのコンセプトに投資する気はなく、フィールドトライアルは進んでいました。こ
の時点で、私は OATSystems という MIT の卒業⽣からなる⼩さなコンサルティング会社を
雇い、ONS と Savant のフリーウェアと標準の産業版を書き、フィールドトライアルに展開
させることにしました。これらの努⼒は、驚くほど成功した。Prasad Putta、Sridhar 
Ramachandran、Gabriel Nasser が重要な役割を果たしました。ONS と Savant は、私たち
の Web サイトから何百回もダウンロードされ、さらに重要なのは、フィールドトライアル
と早期普及の推進に⼤成功したことです。RFID システムはバーコードシステムと全く同じ
ように管理できるという、完全に間違った認識が広まっていたため、RFID 基盤の発明は⾮
常に重要でした。サバントシステムを開発することで、まったく新しい、そして必要な産業
を⽣み出すきっかけを作ることができました。また、この新しい考え⽅の開発に協⼒的で寛 
⼤だったのがサン・マイクロシステムズで、精神的なサポートや技術指導だけでなく、上級
幹部の声も提供してくれた。サンの CEO であるスコット・マクネリーは、オート ID セン
ターを声⾼に⽀持した。 



プライバシー 
 
RFID は、当然ながらプライバシーに関する懸念を抱かせる技術の 1 つです。その懸念はあ
る程度正当化される。というのも、パッシブ RFID タグは、GPS（全地球測位システム）ベ
ースの追跡装置、無線センサー、電⼦レコーダーといったハリウッドの定番アイテムと混同され
がちで、映画の中で多くの諜報員が悩まされてきた。もちろん、今⽇のパッシブタグは、通信性能
が低く、コスト的にも厳しいので、プライバシーを侵害しようとする敵対者には不向きな選択肢
です。ポケットの中の携帯電話や⾞の中の通⾏証の⽅が、プライバシーを侵害するチャンスは
多い。しかし、タグの電波到達距離が⻑いと仮定すれば、プライバシーへの不安は理解でき
る。もし誰かがポケットの中⾝を読んで、あなたが特定の薬を飲んでいると結論付けることが
できたら？もし、それがインタビュー中に起こったら？ 
 
幸いなことに、プライバシーに関する懸念は、当初から私たちの頭の中にありました。ケビ
ンは 2000 年という早い時期にプライバシーについて語ることで、コミュニティに⼤きな貢
献をしてくれました。1999 年当時も、デビッド・ブロック、ジョー・フォーリー、サニー・
スーと私は、プライバシー保護のために EPC の⼀部をオフにすることについて話していま
した。MIT の Lab for Manufacturing and Productivity の Given Lounge で⾏われたこのミ
ーティングでは、匿名性を⾼めるために ONS を修正する⽅法についても話し合いました。 
2001 年、ある⼤⼿⼩売業者が、EPC タグをオフにする電⼦的な⼿段をプロトコル内で提供
するよう主張し、私たち全員を驚かせました。基本的には、回路内のヒューズを燃やすこと
で実現できるのです。概して、私が仕事をした企業は、プライバシーの分野で私たちの研究
を積極的にサポートし、私を喜ばせてくれました。 
 
2001 年まで、ダン・エンゲルス、ピーター・コール、そして私は、プライバシーに関する
技術的な問題について考えることに多くの時間を費やしました。チップをオフにすること
で、消費者はコントロールと選択をすることができますが、リサイクルなど下流で起こりうる
利益を排除してしまうことになります。もっと良い⽅法はないだろうか？私たちの考え
は、ロナルド・リベスト教授とその教え⼦であるスティーブ・ワイスとの共同研究によって、さら
に強固なものになりました。私たちはいくつかの論⽂を発表し、RFID タグが悪⽤される可
能性のあるシナリオをすべて挙げ（現在よりもはるかに広い範囲からタグを読み取ること
ができると控えめに仮定）、これらの問題に対処する⽅法をいくつか考え出しました 6。しか
し、私は、消費者にタグを消すという選択肢を与えることで、思いつく限りのシナリオで消費者
を守ることができると確信しています。 
 
これとは別に、ケヴィンは、RFID タグのプライバシーや社会的影響に関連する事項につい
て助⾔するため、独⽴した公共政策の専⾨家からなる著名なパネルを設⽴しました。エリオ 



ット・マックスウェルが率いるこのパネルは、この問題をさまざまな⾓度から研究し、タグ
の現在の状況だけでなく、将来的にどのようになりうるかについても、貴重な指針を与えてく
れました。このパネルのメンバーの⼀⼈が、RFID の「権利章典」（付録 D）を発表した 
MIT の学⽣、シムソン・ガーフィンケルでした。 
 
⽪⾁なことに、プライバシーに関する質問は、私たちがこの分析の⼤半を終えた後に報道さ れる
ようになりました。多くの記事はバランスが取れていましたが、中には技術的に実現不 可能な
命題に基づいているものもありました。RFID タグの物理的な限界、私たちが研究し てきた
技術的な問題、私たちが分析したシナリオ、そして私たちがすでに発表したポリシー が認識さ
れていないことがあったのです。その代わりに、衛星から家の中⾝を読むとか、 RFID リー
ダーで⼈の居場所を把握するといった、やや⾮現実的なシナリオを推測している。 RF 技術が
悪⽤される可能性があることは確かで、どんな技術でもあり得ます。しかし、EPC の取り組み
は、安価であることが前提であるため、最低限の性能しか持たないという、同じ 刷⽑で塗り
つぶされてはならないのです。実際、想定される⻑距離通信は、サプライチェー ンにとって
災いとなる。⽬の前のパレットを読み取ろうとしたとき、半径 1 マイル以内に あるすべて
のタグの声が聞こえたとしたら...想像してみてください。プライバシーは重要で あり、EPC 
には消費者を保護するためのセーフガード（安全装置）があります。 
 
私は、このようなプライバシーに関する議論の軌跡の結果、RFID における多くの真のプラ 
イバシー問題が議論されることがなかったという残念な結果になったと常に感じています。 
 
EPC はこのような試練を乗り越え、より良いものとなっています。しかし、すべての RFID
が EPC であるわけではありません。プライバシー侵害の典型的な例である⾃動⾞の通⾏券
を考えてみましょう。⾼速道路のコインレーンが減少しているため、通⾏券を持っていない 
⼈は、通⾏券を取得しなければならないというプレッシャーが⾼まっています。しかし、通 
⾏券には、EPC タグにはない特徴、すなわち、⻑距離移動が可能であること、電源を切る
ことができないこと（私は⾃分の⾝を守るためにダッシュボードの中に⼊れています）があ
ります。私たちが EPC を擁護することは、すべての RFID を擁護することと解釈すべきで
はありません。すべてのリモートセンシング技術は、慎重に検討される必要があります。 
 
まとめ：究極のシステム問題 
 
現在、学術界ではシステム研究への関⼼が⾮常に⾼いです。実際、MIT には⼯学システム
部⾨が新設されている。もし、この定義が難しいテーマの関連性や知的満⾜度に疑問があるとす
れば、Auto-ID センターがそれを解消してくれるはずです。私たちのプロジェクトは、通信
理論、回路設計、シリコン製造、製造⾃動化、製紙、暗号、ネットワーキング、ソフト 



ウェア⼯学、制御理論、データベース、分散システム、公共政策、サプライチェーン、物流、 ビジネ
スモデリングなど、多様なトピックに触れ、⼀つの研究屋根の下にありました。世界 中の教
授、学⽣、テクノロジー企業、ユーザー企業が連携し、産業界の緊急課題を解決する ための
多⾓的な取り組みが⾏われました。そのインパクトは本物で、今⽇の投資も本物です。このエ
キサイティングなテーマと、関連するセンサーネットワークの分野では、まだ多くの 研究が残
されています。 
 
また、RFID は、システム設計の講義のベースとなる優れたテーマです。実際、2004 年に初
めて RFID をテーマにした⼤学院の授業を担当しましたが、これほど知的満⾜感を得られ
る授業は初めてでした。 
 
ジャガーノートを利⽤する 
 
1999 年から 2003 年にかけて、Auto-ID Center は 1 つのラボから 6 つのラボに、3 つのス 
ポンサーから 100 以上のスポンサーに、そして私たちの⽬に映る輝きから今⽇のロールア
ウトに成⻑しました。このような驚異的な成⻑は、まず RFID がサプライチェーンにおける根
本的な問題を解決したからである。また、私たち研究者や Auto-ID Center の参加スポンサ
ーは、基本的な技術的課題を克服し、⾮常に効果的にこのコンセプトを伝えることができました。 
 
6 つの Auto-ID Labs 
 
2000 年、私たちは MIT 内で⼤きな進歩を遂げていましたが、いくつかの理由から他の研究
所の助けが必要であることが明らかになりました。まず、焦点を絞ったことです。RFID 技
術や RFID アプリケーションの分野で、私たちが注⽬していない分野に精通している他の
研究所が、私たちの視野を広げる⼿助けをしてくれるかもしれません。第⼆に、RFID の使 
⽤には地理的な違いがあることです。例えば、北⽶、欧州、アジアでは規制環境が異なり、
サプライチェーンも異なります。リサイクルのやり⽅だって違う。このような考えから、私
たちは他の優れた研究⼤学を Auto-ID の軌道に乗せることにしたのです。⼤学を増やすと
いう指令は、Auto-ID のスポンサーから出され、私たちはそれから数年かけてファミリーを増
やしていきました。 
 
最初に引き⼊れたのは、ケンブリッジ⼤学でした。以前から、製造システムの専⾨家である 
Duncan McFarlane 博⼠のことは知っていた。⽪⾁なことに、製造オートメーションは私た
ちが  RFID の研究を始めた場所であるにもかかわらず、私たちがやっていないプロセスの 
⼀つでした。ダンカンと彼のスタッフは、RFID が製造業に与える影響に関する研究を拡⼤ 



する任務を担うのに理想的なグループだったのです。次に、オーストラリア・アデレード⼤
学のピーター・コール教授にお会いしました。ピーターは、無線周波数システムのアイコン
であり、RFID ハードウェアの第⼀⼈者である。彼は、RFID の分野で有名な ISD 社（現タ
グシス社）の創業者でもある。私たちは 2001 年までに、この 2 つの研究所を設⽴しました。 
2002 年、ケビン・アシュトンとディック・キャントウェルは 1 カ⽉間⽇本に滞在し、慶應
義塾⼤学の村井純教授に会った。⽇本のインターネットの⽗とも呼ばれる村井教授は、慶応義
塾⼤学に Auto-ID センターを設⽴しました（最初のネットワークは Jun-net）。村井は、 
DNS やセキュリティに関する豊富な知識を持ち、信頼性の⾼い⼈物である。⽇本における 
RFID のための 950〜956MHz 帯の確⽴には、実はジュンが⼤きく貢献した。ケビンは、中
国・復旦⼤学の第⼀⼈者であるハオミン教授にも会った。復旦⼤学のある上海は、急速に世
界のシリコンファブの中⼼地となりつつある。この分野に造詣が深いハオは、オートアイデ
ィー社のもう⼀⼈の優秀な仲間だった。そして、2003 年の初めには、旧友であるスイス・
ザンクトガレン⼤学のエルガー・フライシュ教授をセンターに招聘した。ザンクトガレン⼤
学とチューリッヒ⼯科⼤学（アインシュタインの⺟校）の共同研究室では、PML だけでな
く、ケンブリッジとともに初期の RFID 値計算機にも多⼤な貢献をした。ケンブリッジ⼤学が
作成した価値計算機は、ケンブリッジ⼤学のマーク・ファーガソン⽒の協⼒を得て、Auto-ID 
Center のWeb サイトで提供され、同センターのアウトリーチ活動として成功を収めた。 
 
業界の進化 
 
センターは、3 年または 4 年ごとにスポンサーを 3 倍に増やしました。この増加の多くは、
スタッフと既存スポンサーの絶え間ない伝道によるものです。やはりビジョンは魅⼒的だ
った。スポンサーが増えるにつれて、ラボの組織も進化していきました。2000 年には、ア
ラン・ハバーマンからディック・キャントウェルがエンドユーザースポンサー理事会の会⻑に就
任していた（ただし、アランは今⽇に⾄るまで、この取り組み全体の親友でありアドバイザー
である）。同じ頃、テクノロジーボードと名付けたベンダーのスポンサーボードも⼤きくな
り、この取り組みに積極的に貢献するようになっていました。サンのダーク・ヘイマンがテクノ
ロジー・ボードの会⻑に就任しました。(ダークはその後、ジレット社に転職し、現在も RFID に
取り組んでいます）。 
 
2001 年、ウォルマート社が Auto-ID Center に参加する。⾰新的でありながら地に⾜の着い
た企業として知られるウォルマートが研究に参加することは、研究が実⽤化に近づいてい
ることを意味します。 
 
第⼆の転機は、プロクター・アンド・ギャンブル社のスティーブ・デイビッド⽒が発案した
フィールドトライアルである。私は、⼤学からこのような⼤きな取り組みを⾏うのは組織的 



に難しいのではないかと思っていたが、スティーブのアイデアは⾒事なものであった。ウォ ル
マートはこの⾃主的な取り組みの議⻑を務め、その中で、RFID ハードウェアと RFID ソ フ
トウェアの実⽤性、物流への影響、サプライチェーンの経済性への影響などを学びました。最終
的に、フィールドトライアルは 2 年間、8 つの州、10 都市、40 社にまたがるものでし た。
この実証実験によって、私たちの研究は、他の研究プロジェクトが夢⾒るような、強い 現実
味を帯びたものになったのです。フィールドトライアルの成功は、ジレット社からセン ターへ
フィールドトライアルの運営を委託されたシルビオ・アルバーノと、テクニカル・リ ードを
務めたダン・エンゲルスの功績が⼤きい。Kevin Ashton は、最終的な⽬標であるア イテム
レベルのタグ付けを推し進め、フィールドトライアルで何とか実現することができ  まし
た。 
 
採⽤に関する 3 つ⽬の重要な出来事は、2002 年 11 ⽉にジレットが 5 億枚のタグを発注し
たことです。この注⽂を受けたベンダーがエイリアン・テクノロジー社である。当時、Auto-ID 
Center のエンドユーザー・スポンサーズ・ボード議⻑でもあったディック・キャントウェ
ルが、スポンサーズ・ミーティングで満員のスポンサーにこの受注を発表した。2000 年に
アラン・ボースからジレットの取り組みを引き継いだディックは、サプライチェーンにおけ
るシュリンクや在庫切れを減らすために EPC が有効であることを熱く説いていた。今回の
発注で、ディックは 3 つのことを発表した。 
 
EPC の技術が現実の世界に登場したこと。 
ジレットは、その価値に賭けてみようと思ったのだ。 
RFID の価値を引き出すための競争が始まったのである。 
ディック・キャントウェルやスティーブ・デイヴィッドのようなエグゼクティブは、アメリ
カ企業を前進させる前⼈未到の役割を担っているのです。 
 
2003 年半ばに発表されたウォルマートの「マンデート」が、RFID の勢いを加速させる最
後の、そして最も強⼒な⼀歩となった。ウォルマートの CIO であるリンダ・ディルマン⽒
は、2005 年から、上位 100 社のサプライヤーに対して、いくつかの SKU のすべてのケー
スとパレットをテキサス州の配送センターに出荷することを要求すると発表しました。こ
れを⽪切りに、サプライチェーン全体への展開が始まる。地球上で最⼤の企業がこのような 
⼤々的な発表をすることほど、注⽬を集めることはないだろう。(さらに、国防総省（DoD）も
同様の発表を⾏い、事態をより明確にしました。現在、Target、Tesco、Metro など、世界
中の⼩売業者から同様の発表があり、EPC の必然性がさらに⾼まっています。 
 
 
 
 
 
 
 



 
EPCglobal の誕⽣ 
 
2002 年 1 ⽉、Auto-ID Center は⼤学の枠を超えつつあった。研究はより応⽤的になり、 
EPC 番号の販売など商業的な要求も⼤学の能⼒を超えていた。企業誘致には成功していたも
のの、スピンオフの必要性は明らかだった。2002 年 1 ⽉、私は MIT のスポンサープログラム
局のキャロル・カーとトム・ヘネベリーに会い、いくつかの選択肢を検討した。⾮営利の新し
い組織を作るべきか？営利を⽬的としたものを作るか？MIT が投資してお⾦を稼ごうとする
のか？その後、機械⼯学科の新学科⻑であるローハン・アベヤラトネ教授、マグナンティ学部
⻑、そして MIT の技術ライセンス室⻑であるリタ・ネルソンとの会談で、MITがこのスピン
オフに対して⾮常に寛⼤なアプローチを取ることを望んでおり、それを主張することさえ明ら
かになった。社会と世界のために、EPC 技術を発展させるための⾮営利団体を作りたいとい
うことだったのです。 
 
その年の暮れ、Uniform Code Council の Mike DiYeso、Steve Brown、Bernie HoganがMIT
を訪れ、Kevin、Carol Carr、Tom Henneberry、Lita Nelson、そして私と何度もミーティン
グを重ねました。UCC は、EPC ネットワークの運営と、そのための新しい⾮営利団体の設 
⽴を申し出てくれました。UCC はセンターの初期スポンサーであり、⾮営利の標準化団体
として成功していたことから、これは理想的な結果でした。私たちは、MIT から EPCglobal
と名付けたこの新しい組織へのライセンス契約を取り交わしました。EPCglobal は、UCC
とその姉妹組織である EAN のジョイントベンチャーでした。(リタがこの契約を取りまと
め、MIT はその技術を無償でライセンスしました。ケヴィンとリタは、ライセンス契約に、防
衛と病院という 2 つのシナリオを除いて、この技術を⼈間のタグ付けに使⽤しないという
条項を⼊れるという素晴らしいアイデアを思いついた。また、EPCglobal と AutoID センタ
ーは、継続的な研究と引き換えに、センターに資⾦を提供する関係を継続することに合意しまし
た。 
 
移⾏に備え、私はすでに標準化プロセスを「ハードウェア・アクション・グループ」と「ソ
フトウェア・アクション・グループ」という 2 つの⾃主運営グループにパッケージ化してい
ました。ハードウェア・アクション・グループはダン・エンゲルスが、ソフトウェア・アク
ション・グループはサンのブルース・デラギが率いていました。私は、W3C のプロセスに
基づき、標準化プロセスがどのように機能するかを説明する初期の⽂書を書いていた。 
EPCglobal はまた、独⾃の公共政策グループを設⽴し、センターが作成した政策を引き継ぎ
ました。新組織を⽀援するために、MIT の Tom Scharfeld が認証に関するホワイトペーパ
ーを、Kevin が公共政策に関するペーパーを書きました。2003 年 11 ⽉、最後の Auto-ID 
Center の理事会が開かれた。この会議の後、研究以外のすべての活動は EPCglobal に移⾏
されました。EPCglobal のために理事会が作られ、ジレットのディック・キャントウェルが
その理事⻑を引き継いだ。研究は、現在では名称が変わった「Auto-ID Labs」に残されるこ
とになった。エルガー・フライシュ教授と村井純教授が、新しい Auto-ID Labs の共同委員 



⻑になった。ダン・エンゲルスは、MIT の研究部⻑になった。私は研究所の会⻑から、ケ
ヴィンは Auto-ID Center のエグゼクティブ・ディレクターから、それぞれ退いた。 
 
特にこのような⼤規模な移⾏は、道にぶつかることなく⾏えるものではありません。センター
から EPCglobal への移⾏で⼤きな障害となったのは、知的⽅針でした。EPCglobal には、ロ
イヤリティフリーの規格を提供するという独⾃の使命があります。EPCglobal はロイヤリテ
ィフリーの規格を提供するというユニークな使命を負っています。私たちは、この新しい空
間では知的財産が課題になることを常に知っていました。実際、私たちは知的政策について
かなり研究し、それをケヴィンが論⽂にまとめました 7 。私たちは、RFID が直⾯する知的
政策の地雷原を避けるために、できる限りのことをしました。多くの企業がこのポリシーを採
⽤するのは難しいと判断しましたが、交渉の末、この問題や他の類似の問題は克服されたよ
うです。EPCglobal は現在、400 を超える会員を擁し、数カ国にオフィスを構えています。
2004 年 9 ⽉にメリーランド州ボルチモアで開催された最新の EPCglobal ミーティングには、
1,200 ⼈以上の参加者があった。 
 
結論 
 
1999 年と 2000 年、ケヴィンと私は何度も夜な夜な EPC の将来と可能性について考え続け
ました。しかし、振り返ってみると、Auto-ID Center は私の期待をはるかに上回るもので
した。産業界と学術界の協⼒という成功の⽅程式を⾒出したのです。ジレット、プロクター 
＆ギャンブル、エイリアン・テクノロジーなど、ユーザーやテクノロジーのコミュニティか
ら、⾮常に協⼒的なスポンサーを得ることができたのです。さらに、UCC という尊敬すべ
き業界団体もありました。このような基盤があったからこそ、私たちは発明をしたり、象徴
的なことをしたりすることができたのです。 
 
私たちの主張と予測の多くは、分析とリサーチに基づいていましたが、中には直感的な反応に
基づくものもありました。研究者、スポンサー、そしてコミュニティ全体がそのことに強く
コミットしていたため、それらは⾃⼰実現的な予⾔となった。私たちは、時には無謀にも、雑念
を無視し、否定的な意⾒に⽬をつぶることができました。私たちの予⾔の多くは現実となりまし
た。いくつかはまだ進⾏中である。また、失敗したものもあります。例えば、ミニマリズム
とネットワークの活⽤というマントラは、わずか 4 年前には伝えるのが難しかったのです
が、今では広く受け⼊れられています。タグは 5 セント以下で製造できると予測 しました
が、これは今でも信じていますし、おそらく以前よりもさらに⾃信を持っています。しかし、ま
だ⽣産量は少なく、タグの価格は 20 セント程度です。しかし、UHF タグの価格 が  1 ドル
以上だったことを考えると、これは⼤きな前進だと思います。私たちが間違って いたの
は、アイテムタギングが間近に迫っていると思い込んでいたことです。ケースやパレットのタグ
は普及しつつありますが、アイテムのタグ付けは経済的にまだ⼀般的に実現可能とは⾔えま
せん。 
 
 



 
⼀⽅、RFID、特に EPC 形式の RFID は、今後も継続されるでしょう。RFID と EPC を対 
⽐させることは⾮常に重要で、EPC は RFID 技術を使⽤する⼀つの⽅法であり、責任ある
経済的な⽅法であると断⾔します。⼩売業者にとって EPC の価値は否定できません。メー
カーにとっても、その価値は⼤きいと私は考えています。課題は、この価値を引き出すため
にビジネスプロセスを変更することである。 
 
EPC は、さまざまな業界に影響を与えます。航空会社の⼿荷物追跡がより効率的で安全に
なり、医薬品の偽造がより困難になり、より新鮮な⾷品の配送が可能になり、⾃動⾞や航空
宇宙産業ではスペアパーツの管理がより適切にできるようになる。セミパッシブ、アクティ
ブタグは、より新しい、よりエキサイティングなアプリケーションを開拓しますが、パッシ
ブ RFID タグに誤って向けられた政策的な懸念も伴います。いずれにせよ、技術は進化し続け、
私たちは社会として、⽣活⽔準を向上させるために新しい技術の最良の部分を引き出し続けなけ
ればなりません。 
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